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１．研究計画の概要 

本研究は、GISおよび SOMを用いて、都
市空間情報の統合およびデータマイニング
について検討し、既存データの有効活用、学
際的な都市研究、実際の都市管理・政策決定
に貢献することを目的とする。具体的には、 

(1) 日本の都市に関して、国、地域、市町
村などの各レベルにおいて、どのような調査
がどのような時間間隔で行われているのか、
そのデータ形式、データベース管理のソフト
ウェア、管理・運用部門などについて調査・
整理する。 

(2) 本学の所在地である大分県別府市を例
として、既存のあらゆる調査データを収集し、
GISを用いて都市空間情報システムを構築す
る。それぞれの空間データの要素、構成、特
徴などの基本モデルを分析した上、GISによ
るデータ統合の有効性と問題点を明らかに
し、さらに改善方法あるいは改善する方向性
を提案する。 

(3)構築された別府の空間情報システムを
用いて、如何にして膨大なデータから必要な
情報を抽出し、適切な手法を用いて、課題を
見つけ、知見を得るかについて検討する。知
能情報学手法、特に自己組織化写像（SOM）
の使用を提案し、従来の主流であったさまざ
まな統計手法と比較分析しながら、その利点
と限界を検証する。さらにナレッジマネジメ
ントの視点から都市空間情報データウェア
ハウスのあり方について提案する。 
 
 

２．研究の進捗状況 

平成 19 年度は主に上述の（1）と（2）に
ついて、次の 3つに重点をおいて調査研究を
行った。(a)日本における都市空間情報データ
ベース、特に統計調査の現状および問題点、
入手可能性について予備調査を行った。(b)
ケーススタディとする別府市のデータの一
部を入手した。(c)別府市のデータについて
SOMと GISによる空間分析を試みた。 

平成 20 年度は主に、上述の（2）と（3）
を中心に基本調査を行った。(a) UC Berkeley
において、現地調査や Online データベース
および Environmental Design Libraryを中
心に、本研究の内容に関する資料の収集を行
った。 (b)SOMと従来の統計分析の比較を行
い、複数の学会や学会誌へ投稿した。 

平成 21 年度では、成果として、（1）査読
付きの論文と国際会議での研究発表を行っ
た。（2）東京大学空間情報科学研究センター
と共同研究を結び、「研究用空間データ基盤」
からデータの提供をしてもらった。（3）民間
企業の地図データについてもサンプルを提
供してもらった。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

おおむね当初の計画通りに行っている。た
だし、「ナレッジマネジメントの視点から都
市空間情報データウェアハウスのあり方」と
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いう当初の研究計画については、範囲が広す
ぎる点があることが分かり、「都市計画情報
システム」に焦点を絞り、研究を進めている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

(1)今まで入手したデータや行った研究に
基づき、都市計画、特に交通計画における空
間情報の活用について論文を作成する。すな
わち、今まで交通計画に必要とされる調査
（パーソントリップ調査、路側交通量など）
は、空間情報システムのデータを活用するこ
とによって省くことができるかどうかにつ
いて研究し、学会での発表を目指す。 

(2) 都市計画情報システムのあり方および
電子政府における位置づけについて研究を
行い、学会発表を目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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